
 

（第２号様式）   
令和４年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 伊勢原高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

○生徒の学習意欲や
進路希望を満たす教
育課程を編成すると
共に、組織的な授業
改善に取組み「主体
的・対話的で深い学
び」を実現する。 
○積極的にＩＣＴを
取入れ、基礎学力の
定着と発展的な学習
支援を推進する。 
○地域の教育力を活
用し、豊かな人間性
や社会性を培う。 

①教育課程が生徒
の進路実現に対応
しているか検証す
る。 
①質の高い授業研
究を行い、組織的
に授業力を向上さ
せる。 
②ICT 利活用授業研
究推進校の指定や
一人１台端末の使
用が始まるため、
授業等での ICT利活
用を更に推進し授
業 改 善 を 促 進 す
る。 
②リモート授業等
により外部講師を
活用する。 

①教育課程を検証し、必
要に応じて見直しを行
う。 
①公開授業研究、教員研
修を行い、意見交換を行
う。 
②一人１台端末の活用に
ついて生徒アンケートを
実施する。 
②外部講師を活用した研
修会や授業を実施し、生
徒に社会との接点を提供
する。 
 

①生徒の科目選択が円滑に実
施できたか。 
①公開授業研究、教員研修を
行い、結果をまとめ共有・公
表することができたか。 
②授業やその他の場面でのＰ
Ｃ活用について、満足度が
70％を超えたか。 
②外部講師を活用した研修会
や授業を３回以上実施できた
か。 

     

２ 
生徒指導・
支援 

○共生教育の実現を
めざし、高い人権意
識を醸成する。 
○全ての教育活動に
意欲的に取組むよう
支援し、自己肯定感
を高揚させると共
に、協働による課題
解決力を育成する。 
○教育相談体制を充
実させ、安心・安全
な学校生活を実現す
るとともに、共生教
育に注力し多様性を
受容する心を育成す
る。 

①安心安全な学校
生活を送ることが
でき、規律ある落
ち着いた学習環境
を整備する。 
②違いを個性とし
て認め合えること
ができ、高い人権
意識と共に生徒同
士が活動できる。 
③一人ひとりにき
め細かく応じた相
談体制を組織的に
作り、学校生活を
通して生徒の自己
肯定感・達成感を
高める。 

①生活指導やSNS講座等の学

習を定期的に行い、一人ひ

とりが高い人権意識を持っ

て日常生活を送ることがで

きるようにするとととも

に、落ち着いた学習環境を

維持する。 

②学校行事、部活動等を生

徒が自ら主体的に企画・運

営にあたる。 

③ＳＣやＳＳＷを活用して

生徒の支援体制を強化し、

家庭連絡やケース会議など

を用いて職員間での共有を

行いながら学校全体で生徒

の支援を行う。 

①生活実態アンケートから、い

じめやからかい等の件数を把握

し、減少させることができた

か。SNSトラブル等の発生件数が

減少したか。 

②行事後のアンケート等の実施
で、教育活動に生徒の主体的な
参加が確認できたか。 
③組織的な支援体制を確立し、
様々なケースにおいてスムーズ
な対応、支援、連携を作ること
ができたか。 

     

３ 
進路指導・
支援 

○多様化する進路希
望に対応した進路支
援体制を再構築す
る。 
○段階的なキャリア
教育を体系化し、自
らの進路を主体的に
考え、行動できる力
を育む。 
○校内外での様々な
体験を通じて豊かな
人間性を育み、社会
で必要とされる人材
を輩出する。 

①上級学校への進

学を中心に、進路

実現に向けた環境

を整える。 

②進路に関する情

報提供をICTの活用

によって効果的に

行う。 

③インターンシッ
プ等の社会体験学
習を通して生徒の
の進路実現につな
げる。 

①放課後や長期休業中に

自習室を利用した自学自

習を行うためのより良い

環境整備と意識啓発を行

う。 

②グーグルクラスルーム

等のICTを活用し、様々な

進路情報を全生徒へ迅速

に提供する。 

③生徒の進路希望に応じ
た仕事の学び場やインタ
ーンシップ等の社会体験
学習の場を開拓し、希望
生徒に提供する。 

①自学自習システム(SSH)を

発展させることができたか。

また、自習室や進路指導室の

利用人数が前年度より増えた

か。 

②全生徒を専用のグーグルク

ラスルーム(進路情報)に登録

し、必要な情報を確実に生徒

に提供することができたか。 

③インターンシップや社会体

験活動を行った生徒が前年度

より増えたか。また、進学や

就職につなげることができた

か。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 
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４ 
地域等との
協働 

○地域との協働・交
流により、多世代間
交流を促進し、社会
性を育む。 
○学校情報の発信に
より本校のへの理解
を深め、「行きたく
なる（通わせたくな
る）学校」となるよ
う創意・工夫する。 
○コミュニティスク
ールを活用し、教育
内容の充実を図ると
ともに、学校外への
発信や教育活動の共
有を推進する。 
 
 
 

①学校情報の発信 
を生徒と協力して
行い、地域や入学
希望者の理解を促
進する。 
②地域の方の学校
に対する意見・ア
ドバイスを学校運
営 に 反 映 し て い
く。 
② 地 域 の 行 事 等
で、生徒が活躍す
る姿を、地域の方
に見ていただく。 

①広報活動を生徒の主体
的な活動のための実践教
育の場とすると共に、一
定数の志願者を確保する
ために広報ツールの活用
を促進する。 
②学校運営協議会など学
外の方からの意見をまと
め、年度内に学校運営に
反映する。 
②部活動や生徒会、融資
ボランティア等で地域の
イベントに参加・貢献す
る。 

①生徒主体の学校説明会がで
きたか。 
①志願倍率（志願変更前）が
1.1倍を超えたか。 
②外部からの意見を令和４年
度中に学校運営に反映した
か。 
②地域の方々や代表の方から
お礼の言葉をいただけたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

○教育公務員として
の意識向上を図り、
事故・不祥事の防止
を徹底する。組織的
なチェック体制を整
える。 
○有事の際は、避難
所としての機能を果
たすため、地域と協
力して防災活動を行
い、生徒の防災意識
の向上を図る。 
 
 

①教育公務員とし
ての意識向上を図
るため、現状を把
握・分析し改善策
を検討し、意識を
高める。 
②学校内の防災体
制の整備と、地域
との連携をより配
慮した防災教育を
推進する。 

①校内電子掲示板を活用
して不祥事防止アンケー
トを実施し、教育公務員
としての自覚を高める。
また、個人情報の管理手
順、成績処理マニュア
ル、入学者選抜マニュア
ル等、組織的なチェック
体制を整える。 
②地域、自治体と連携・
協働した防災訓練を実施
する。地震や洪水など新
たな視点を加えて備え、
防災備品の管理・備蓄促
進を行い、防災マニュア
ルの定期的な見直しを行
う。 
 

①不祥事防止アンケートの回
収率が100％で、当事者意識
が高まったか（Googleアンケ
ートの利用）。また、ＩＣＴ
利活用推進校として、情報管
理等のマニュアル化・一般化
ができたか。 
②職員・生徒・地域と授業や
学校行事等を活用し防災研修
を実施できたか。また、地震
や洪水に備えた防災マニュア
ルの見直しができたか。 

     

 

 


